
 
                    
 
 
 
 
 

 

 
令和 3 年度も残すところ 2 週間となります。6 年生は卒業までのカウントダウンが，残りわずかとなっていま

す。感染症の状況も，全体的に減少傾向にはあるようですがなかなかすっきりしません。全校の子どもたちが，

みんなそろって元気に新しい年度に向かっていけることを願うばかりです。そのためにも，各ご家庭には引き続

き基本的な感染症対策，「不要不急の外出を控える」「3 密の回避」「マスクの着用」「手洗いの徹底」などへの協

力をお願いいたします。特に週末の過ごし方には一層の注意をお願いします。 
 子どもたちの活動の一部を紹介します。 

 「学校だより 25 号」でお伝えした南館の東階段に掲示されている『としょかんの 

そら』ですが，11 月は 9 人であった「借りた本の冊数が，100 冊を越えた子どもた

ち」ですが，3 月現在は 26 人となりました。このうち，200 冊をこえた子どもが 2
人，300 冊を超えた子どもも 1 人いました。（最高記録は 4 年生の 304 冊です 3/8 現

在）。2 学期末に提出いただいた『学校評価アンケート』の中に「お子さんは自分から

進んで図書館の本を借りたり，本を読んだりしていますか」

という項目がありました。残念ながら保護者の皆様からいた   11 月の掲示 
だいた肯定的な回答（そう思う・ややそう思う）は，80％に達しませんでしたが，こ

こに紹介したように，一人一人の取り組みとして多読につながっている子どももいま

す。感染症関係で思うように実施できなかった「読み聞かせ活動」や「本の紹介活動」

を継続的に行うことで，読書の楽しさを子どもたちに伝えてきたいと考えています。

ご家庭の皆様にも，時間のあるときには「本を読みなさい」ではなく「一緒に読もう 
3 月の掲示     か」というお声がけの協力をお願いいたします。   

  6 年生は，卒業式に向けての取り組みが始まりました。「卒業式に向けての

心構え」や「証書授与」のやりかたなど，23 人全員が気持ちをそろえたり，動

きをそろえたりしなければなりません。まずは，細かな動き方を確認するために

音楽室での練習からスタートです。ここまで学校の様々な場面で，全校をリード

してきてくれた 6 年生。しっかりと練習に取り組み，残り少ない時間の中で「最

高の思い出に残る」卒業式を目指して頑張って欲しいと思います。6 年生は，卒

業式を入れてあと 7 日です。 

 

 今日 3 月 11 日は，震災から 11 年目の日となります。当時 3 年生の担任だった私は，図工室で子どもたちとノ

コギリや金づちを使った授業をしていました。校内放送が入ったのですが，ギコギコ・トントンの音でなかなか

聞き取れませんでした。「ほら，放送だよ。静かに。」と注意を促すと「大きな地震です。すぐに机の下に入りな

さい。」という緊急放送でした。作業をやめた子どもたちは，放送と同時にゆれにも気づき、いそいで机の下にも

ぐりこみました。図工室の大きな重たい机にもぐりこんだ子どもたちは，訓練の通り足をおさえていました。し

かし，それでも机が動いてしまうほど大きなゆれでした。出口を確保しようと，扉を開け外を見たときに学校の

駐車場のアスファルトが大きく波打っていたのを覚えています。忙しい日常の中で，つい忘れてしまいがちです

が『災害は忘れた頃にやってくる』，3 月 11 日が来るたびに，常に意識しておくことの大切さを痛感します。各

ご家庭におかれましても，地震が来た時「どんな場所にいるときには」「どんな行動をとればいいのか」「家族の

集まる場所はどこなのか」など話し合っておいていただきたいと思います。 

 

校訓 「善行・勤勉・体育」 
 
学校教育目標 
  ○ 思いやる心をもつ子 
  ○ よく考え工夫する子 
  ○ 元気でたくましい子 


